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国立国際美術館の概要

１．目的

　　　当館は、昭和５２年（１９７７年）に文化庁の施設等機関として設置された四つの国立美術館のうちの

一つで、日本美術の発展と世界の美術との関連を明らかにするために必要な美術作品、その他の資料を収

集し、保管して公衆の観覧に供し、あわせてこれらに関連する調査研究及び事業を行うことを目的として

いる。

　　　展覧事業については、常設展示と企画展示（特別展、企画展、共催展、近作展）の二本立てで運営している。

　　内容は、現代美術を中心に、日本美術の成立と発展が世界の美術のそれと密接な関係を有することを美術作品

　　の展覧を通じ、系統的具体的に明らかにするものである。また、日本と世界の現代美術の新しい動向をわかり

　　やすく展示している。

　　　資料の収集については、日本美術の発展と世界の美術との関連を明らかにするために必要な美術に関する作

　　品・その他の資料のうち、現代美術（主に１９４５年以降）を重点的に収集している。

　　　調査研究については、現代美術に関する基礎的調査研究、企画展示及び常設展示に関する調査研究のほか、

　　世界の現代美術界の動向等の調査研究も行っている。

　　　このほか、展覧事業の広報・普及、調査研究成果の公表、美術に関する講演会等の開催などの事業も行って

　　いる。

２．土地・建物

　　　建 面 積　　　　　４，４６９ ㎡
　　　延べ面積　　　　１０，９０２ ㎡
　　　展示面積　屋内　　３，６６８ ㎡
　　　　　　　　屋外　　１，３０９ ㎡

　　　　収蔵庫面積        　　３３２ ㎡
　

　３．定員　　　　　　　　　　　１６ 人
　

　４．予算　　７６８，９６２，７００円

　

　５．その他

　　　当館は、大阪・中之島への移転準備を進めるため、平成１６年１月１８日（日）をもって展覧事業を終了し、

　　万博公園内の現施設を閉館した。
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ⅠⅠ　　業業務務運運営営のの効効率率化化にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置

中期計画

１　職員の意識改革を図るとともに、収蔵品の安全性の確保及び入館者へのサービスの向上を考慮しつつ、運営費

交付金を充当して行う事業については、国において実施されている行政コストの効率化を踏まえ、業務の効率化

を進め、中期目標の期間中、毎事業年度につき新規に追加される業務、拡充業務分等を除き１％の業務の効率化

を図る。

　(1) 各美術館の共通的な事務の一元化による業務の効率化
　(2) 省エネルギー、廃棄物減量化、リサイクルの推進、ペーパレス化の推進
　(3) 講堂・セミナー室等を積極的に活用するなど施設の有効利用の推進
　(4) 外部委託の推進
　(5) 事務のＯＡ化の推進
　(6) 連絡システムの構築等による事務の効率化
　(7) 積極的な一般競争入札を導入
２  外部有識者も含めた事業評価の在り方について適宜、検討を行いつつ、年１回程度事業評価を実施し、その結
果は組織、事務、事業等の改善に反映させる。また、研修等を通じて職員の理解促進、意識や取り組みの改善を

図っていく。

○実　　績

１．業務の一元化

    　これまで行っている一元化事務に加え、情報公開制度の共通的な事務を一元化した。
２．省エネルギー等（リサイクル）

（１）光熱水量

      室温の年間常温（夏季２７℃、冬季２５℃）の励行や廊下・階段などの消灯によって、節電に対する職員
　　の意識向上を図るとともに、節水についても周知等の徹底を図り、省エネルギー化に努めた。

        ア．電気　　使用量   835,212kwh（平成１４年度比   93.57％）
　　　　　　　　  　料　金　21,471,348円（平成１４年度比   92.17％）
        イ．水道　　使用量   　 2,543 m３（平成１４年度比   90.02％）
　　　　　　　　　  料　金   　819,544円（平成１４年度比   84.88％）
　　　　ウ. ガス　　使用量  　　  355 m３（平成１４年度比   89.65％）
　　　　　　　　　　料　金  　  54,613円（平成１４年度比  112.13％）
  （２）廃棄物処理量
　　　館内ＬＡＮを利用した通知文書の発信や両面コピーの推進により、ペーパーレス化に努めた。

　　　ただし、移転準備に伴い廃棄物が若干増加した。

        ア．一般廃棄物  11,180Kg（平成１４年度比 108.12％） 料金 240,714円（平成１４年度比 105.58％）
        イ．産業廃棄物     800Kg（平成１４年度比   －  ％） 料金   42,000円（平成１４年度比   －  ％）
　（３）その他　古紙の再利用、ＯＡ機器のトナーカートリッジなどのリサイクルによる再生使用

３．施設の有効利用

    講堂の利用率  ３％　（１２日／３６５日）
      ・講演会　　　　　　　　　　　　７日
      ・ギャラリートーク　　　　　　　１日
      ・ワークショップ　　　　　　　　４日
４．外部委託

　　　１ 常駐警備業務　　　　　　　　　　２ 機械警備業務
　　　３ 清掃業務　　　　　　　　　　　　４ 看視業務
　　　５ 電気機械設備運転業務　　　　　　６ 昇降機設備保全業務
　　　７ 文書等運送業務　　　　　　　　　８ 庶務課業務
　　　９ 情報システム保守業務　　　　　１０ 集配金取次業務
　　１１ ミュージアムショップ運営業務
５．ＯＡ化

　　館内ＬＡＮの整備状況
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      館内ＬＡＮを利用した情報の共有及びメールを利用した通知・連絡により、ペーパーレス化を図るととも
　　に、事務の効率化を図った。

・紙の使用量　166,500枚　（平成１４年度比　120.65％）
Ａ４判  150,000枚
Ａ３判　 16,500枚

６．一般競争入札

      　一般競争入札　０件（総契約件数  ５４件）
平成１５年度契約では、一般競争入札に付す案件はなかった。

ただし、土地借料、陳列品購入費、新館工事費を除く。

７．評議員会，外部評価委員会

（１）評議員会

        ①開催回数　１回 (平成16年2月24日(火))
        ②議事内容　平成15年度事業報告、平成16年度年度計画(案)
　　　　　　　　　 平成16年度予算概要、その他(新館進捗状況、評価結果の報告)
 

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　「１％の業務の効率化」目標については、平成１４年度に引き続き十分達成することができた。

　省エネルギー化については、館内職員に隅々まで効率化の精神が行き渡り、その結果、予想以上の成果を上げる

ことができた。

　当館では、新館移転を控えており、職員が一丸となって移転対応と現施設での通常業務に取り組み、可能な限り

の業務運営の効率化を図りながら、効率化目標数値をクリアした。

【見直し又は改善を要する点】

　省エネルギーのペーパーレス化については、館内ＬＡＮの利用促進やコピー用紙の両面印刷など、できる限りの

努力を行ったが、美術館という性質上、広報普及活動等におけるペーパー使用量をおさえることが、予想以上に困

難であった。

今後も、業務運営の改善可能な事項の見直しに努め、効率化を引き続き推進していきたい。
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ⅡⅡⅡ　　　国国国民民民ににに対対対しししててて提提提供供供すすするるるサササーーービビビスススそそそののの他他他ののの業業業務務務ののの質質質ののの向向向上上上ににに関関関すすするるる目目目標標標ををを達達達成成成

すすするるるたたためめめにににとととるるるべべべききき措措措置置置

１．収集・保管

（１）美術作品の収集（購入・寄贈・寄託）の状況

中期計画

(1)-1 体系的・通史的にバランスのとれた収蔵品の蓄積を図る観点から、次に掲げる各館の収集方針に沿って、外

部有識者の意見等を踏まえ、適時適切な収集を図る。また、そのための情報収集を行う。

（国立国際美術館）

日本美術の発展と世界の美術との関連を明らかにするために、主に１９４５年以降の日本及び欧米の現代美術並

びに国際的に注目される国内外の同時代の美術を系統的に収集する。

(1)-2 収蔵品の体系的・通史的なバランスの観点から欠けている分野を中心に、寄贈・寄託品の受け入れを推進す
るとともに、その積極的活用を図る。

○実　　績

１．購入　　　１３７件

２．寄贈　　　３４７件

３．寄託　　　　２８件

４．陳列品購入費　　予算額　２２３，９２８，７００円　　決算額　２２３，９３０，２５０円

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　中期計画の収集方針に基づき、収蔵品の欠落部分を補い、陳列を体系的に充実させるため、美術作品等選考委

員会及び評価委員会の審議を踏まえ、１３７点の美術作品を購入するとともに、寄贈作品についても同様の手続

きを経て、当館にふさわしい作品として認められた３４７点について、寄贈受入を行うなど着実に作品収集を行

った。

主な作品として、洋画では、ドイツを代表する画家ゲオルク・バゼリッツの初期の代表作《ケーニッヒ夫妻の肖

像》（１９７０－７１）と、同じくドイツの画家で過去に当館で個展を開催したことのあるヨルク・インメンドル

フの近作《絵が呼んでいる（最後の自画像Ⅱ）》（１９９８）の２点を収蔵した。また、１９６０－７０年代の日本

の絵画を検証する意味で、菅井汲の《オートルート№１２》（１９６５）と中西夏之の《エメラルドの台座№１》

（１９７２）を収蔵した。さらに、これまでも収蔵対象としてきた「もの派」の動向を充実させる作品として、高

松次郎の《紙の単体》（１９７１）と彫刻《大理石の単体》（１９７１）、それに李禹煥の初期版画《点より》《線よ

り》（１９７９）を収蔵した。

彫刻では、９０年代以降の新たな動きを示す作品として、シュテファン・バルケンホル（ドイツ）の木彫《赤い

シャツとグレーのズボンの男》（１９９１）とキキ・スミス（アメリカ）のガラス作品《露の虹》（１９９９）など

を収蔵した。

また、近年収集対象としての重要性がますます増している写真の分野では、現代写真の草分けであるベルンハル

ト＆ヒラ・ベッヒャー（ドイツ）の《冷却塔》（１９８６）や近年日本でも個展を開いたフランスのジャン＝マルク・

ビュスタモントの大作《L.P.,》（２０００）、その他、畠山直哉と森村泰昌の初期写真を収蔵した。
版画の分野では、瑛九、泉茂、吉原英雄、池田満寿夫ら戦後を代表する版画家の作品、同様にデザインの分野で

は昨年に引き続き横尾忠則のポスターを多数収蔵した。

　さらに、当館で開催した展覧会の出品作から、鴫剛、高柳恵里、ヤノベケンジの作品を収蔵した。

　なお、寄贈・寄託は収蔵作品の欠落を補う有効な方法であり、積極的にその推進に努めたところであるが、今

後もさらにその推進方策を検討していきたい。
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＊ 添付資料

①収集した美術作品件数の推移（事業実績統計表 p.1）
②寄託された美術作品件数の推移（事業実績統計表 p.2）
③購入・寄贈美術作品の一覧（事業実績統計表 p.71）
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（２）保管の状況

中期計画

(2)-1 国民共有の貴重な財産である美術作品を永く後世へ伝えるとともに、展示等の美術館活動の充実を図る観点
から、収蔵品を適切な環境で管理・保存する。また、保存体制の整備・充実を図る。

(2)-2 環境整備及び管理技術の向上に努めるとともに、展示作品の防災対策の推進・充実を図る。

○実　　績

１．温湿度

    ①展覧会場
      空調実施時間　　９：３０～１７：００
      温度  　夏季　２５℃、冬季　２０℃      湿度　　夏季、冬季　５０％

＊ 入館者が入ったときの温湿度管理について

　　　定期的な温湿度のデータ分析により、適宜対応してきた。

＊ ２４時間空調を行わない理由

　　　昼夜における温湿度の変化が小さいことと、現代美術という温湿度変化の影響を比較的受けにくい作

　　品が中心であるため。

    ②収蔵庫
　　　空調実施時間　　９：３０～１７：００

　　　温度    夏季、冬季　２２℃      湿度　　夏季、冬季　５５％
＊ ２４時間空調を行わない理由

　　　収蔵庫が地階にあり、昼夜における温湿度の変化が小さく、作品に与える影響が少ないため。

２．照明　　　　館内数十ヶ所で継続的な調査を行い、必要に応じた改善を行ってきた。

３．空気汚染　　館内数十ヶ所で継続的な調査を行い、必要に応じた改善を行ってきた。

４．防災　　　　監視カメラの設置及び警備員による定期巡回等、必要に応じた対策を行ってきた。

５．防犯　　　　監視カメラの設置及び警備員による定期巡回等、必要に応じた対策を行ってきた。

６．その他

　　　年間を通じた適正な温湿度の管理により、作品の保存環境の整備に努めてきた。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　当館では、現代美術という温湿度変化の影響を比較的受けにくい作品が中心であることと、収蔵庫が地階にある

ため昼夜における温湿度の変化も小さいことから、２４時間空調を行っていないが、定期的な温湿度のデータ分析

により、適正な保存環境の維持に努めてきた。

　なお、保存カルテの作成については、今後も継続的に検討していきたい。

【見直し又は改善を要する点】

　現施設における空調設備の監視装置が老朽化しており、温湿度の管理は有人監視による管理を行ってきた。新

館移転を控え装置の機器更新は行っておらず、現状の装置で無人運転（２４時間空調）の監視を行うには、制御

機能の信頼性に乏しく、突発的な事故等が懸念されることから２４時間空調は行っていなかった。

　新館においても、展示場及び収蔵庫が地下に位置することに変わりはないが、２４時間空調システムを完備し

ているため、必要に応じた万全の温湿度管理を行い、作品の保存環境の整備に努めていく予定である。
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（３）修理の状況

中期計画

(3)-1 修理、保存処理を要する収蔵品等については、保存科学の専門家等との連携の下、修理、保存処理計画をた
て、各館の修理施設等において以下のとおり実施する。

① 緊急に修理を必要とする収蔵品のうち、緊急性の高いものから各分野ごとに計画的に修理を実施。
② 伝統的な修理技術とともに科学的な保存技術を取り入れて実施。

 (3)-2 国内外の博物館等の修理、保存処理の充実に寄与する。

○実　　績

１．洋画             １件

　　版画             ７件

　　工芸　　　　　　１件

２．修理経費　　予算額　５，０００，０００円　　決算額　４，９９２，６０１円

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

中期計画に基づき、緊急に修理を必要とするものから計画的に修理を行った。

特に、平成１５年度から受け入れた紙の修復を専門とする客員研究員と共同で、移転前の作品状態のチェック

を行い、修理に向けた優先順位や保存状態が確認できたことは、移転作業の準備を進めるうえで大変有意義であ

った。

【見直し又は改善を要する点】

　これまでの修理点数も少ないことから、データベース化には至っていないが必要性は認識しており、法人内で

の統一した取り扱いを含め、今後も継続的に検討していきたい。

　また、客員研究員とのさらなる連携強化を図り、計画的に作品の修理を行っていきたい。

＊添付資料

①修理した美術作品件数の推移（事業実績統計表 p.3）
②修理した美術作品の一覧（事業実績統計表 p.95）
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２．公衆への観覧

（１）展覧会の状況

中期計画

(1)-1 国民のニーズ、学術的動向等を踏まえ、各館において魅力ある質の高い常設展・企画展や企画上映を実施す
る。

(1)-2 常設展においては、国立美術館の各館の特色を十分に発揮したものとするとともに、最新の研究結果を基に、
美術に関する理解の促進に寄与する展示を実施する。

(1)-3 企画展等においては、積年の研究成果の発表や時機に合わせた展示を企画し、学術水準の向上に寄与すると
ともに、国民のニーズに対応した展示を実施する。企画展等の開催回数は概ね以下のとおりとする。なお、実施

にあたっては、国内外の美術館及びその他の関連施設と連携を図るとともに、国際文化交流の推進に配慮する。

（国立国際美術館）

  年５～６回程度
(1)-4 展覧会を開催するにあたっては、開催目的、期待する成果、学術的意義を明確にし、専門家等からの意見を
聞くとともに、入館者に対するアンケート調査を実施、そのニーズや満足度を分析し、それらを展覧会に反映さ

せることにより、常に魅力あるものとなるよう努力する。

(1)-5各館の連携による共同企画展、巡回展等の実施について検討し推進する。
(1)-6 収蔵品の効果的活用、地方における鑑賞機会の充実を図る観点から、全国の公私立美術館等と連携協力して、
地方巡回展を実施する。

なお、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の入館者数となるよう努める。

また、公立文化施設等と連携協力して、収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施する。

(2) 収蔵品については、その保存状況を勘案しつつ、国内外の美術館・博物館その他これに類する施設に対し、貸

与等を積極的に推進する。

(3) 入館者数については、各館で行う展覧会ごとに、その開催目的、想定する対象層、実施内容、学術的意義、良

好な観覧環境、広報活動、過去の入館者数の状況等を踏まえて目標を設定し、その達成に努める。

○実    績（総括表）
１．常設展

       展示替  ４ 回
２．特別展・企画展   ５ 回
    中期計画記載回数：年５～６回
  　　①「鴫　剛－もうひとつの眼差し－」展
  　　②「髙柳恵里」展
　　　③ 「ヤノベケンジ－ＭＥＧＡＬＯＭＡＮＩＡ－」展
　　　④「大地の芸術　クレイワーク新世紀」展

　　　⑤「川﨑　清　美術館建築とその周辺」展

３．入館者数  ４４，６８５人（目標入場者数  ３０，０００人）
４．展覧会開催経費　　予算額　２５，８４９，７３０円　　決算額　２６，１２１，２２８円

５．その他

　現施設での最終活動年度という話題性もあって、入館者数は目標入場者数を大きく上回った。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　現代美術という集客に結びつきにくい分野ではあるが、企画・内容等に工夫を凝らし、広く国民に優れた美術

作品を観覧する機会を与えるよう努めた。特に常設展では、平成１４年度から実施して好評を得たテーマを設定

した特集展示を継続して行うなど、可能な限り多くの所蔵品を紹介するよう努めた。

　各展覧会ごとに行うポスター・チラシ及びホームページによる広報活動はもちろんのこと、企画によっては万

博公園外周道路に展覧会広報用の横断幕を掲出するなど、積極的な広報活動を行い入館者数の増加に努めた。

　また、現施設での最終年度にあたることから、「ヤノベケンジ－ＭＥＧＡＬＯＭＡＮＩＡ－」展、「川﨑　清
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美術館建築とその周辺」展など、万博の地ならではの企画展を開催した。

【見直し又は改善を要する点】

　大阪市内中心部への移転後は、都市型の美術館として多くの人々に観覧してもらえるよう、展覧会の企画や広報・

宣伝活動に工夫を凝らし、これまで以上の入館者数増加を目指し、積極的に取り組んでいきたい。



                                                                            （国立国際美術館）12

「常設展」

○方　　針

　受託品を含む館蔵品の中から定期的に展示替えを行い、第二次世界大戦後の日本及び欧米の現代美術について、

可能な限り多くの作品を紹介することを目的としている。

○実　　績

１．開会期間

　　　①平成１５年　１月　９日～平成１５年　４月　１日（　７２日間／うち平成１５年度１日間）

　　　②平成１５年　４月　３日～平成１５年　５月２７日（　４９日間）

　　　③平成１５年　５月２９日～平成１５年　９月２３日（１０２日間）

　　　④平成１５年　９月２５日～平成１６年　１月１８日（　９３日間）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　３１６日間（平成１５年度合計　２４５日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（常設展のみの開催期間　３６日間）

２．会    場
　　　地階、１階、２階展示場

３．出品点数

　　　①　　１１５件

　　　②　　　９５件

　　　③　　１１０件

　　　④　　　９３件

　　　　延　４１３件

４．入館者数

　　　４４，６８５人（目標入場者数　３０，０００人）

　　　　うち常設展のみの入館者数　　４，９４１人（目標入場者数　２，０００人）

５．入場料金

　　　大人４２０円、大学生１３０円、高校生７０円

　　　大人（団体）２１０円、大学生（団体）７０円、高校生（団体）４０円

６．入場料収入

　　（常設展のみの入場料収入の合計　２１０，６２０円）（目標入場料収入　２３５，０００円）

７．決 算 額　　１，９２２，０６６円

８．アンケート調査（企画展等のアンケートに含めて実施している。）

　　　（①については平成１４年度開催分であり、常設展に関するアンケートは実施していない。）

　　　調査期間　②平成１５年　４月１０日～平成１５年　４月１３日（４日間）

　　　　　　　　③平成１５年　８月　７日～平成１５年　８月１０日（４日間）

　　　　　　　　④平成１５年１０月　９日～平成１５年１０月１２日（４日間）

　　　調査方法　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

　　　アンケート回収数　②　２８４件

③ ３２７件

④ ７１８件

　　　アンケート結果　②・良い　５４％（１５４件）・普通　４２％（１１９件）・悪い　４％（１１件）

　　　　　　　　　　　③・良い　５８％（１８９件）・普通　３４％（１１２件）・悪い　８％（２６件）

　　　　　　　　　　　④・良い　４８％（３４２件）・普通　４７％（３４０件）・悪い　５％（３６件）

９．その他

　　　常設展の充実を図るため、平成１４年度に引き続きテーマを設定した特集展示を行うなど、企画・内容等に

ついて十分な検討を行い、可能な限り多くの所蔵品を紹介するのみならず、魅力的な展示になるよう努めた。
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○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

年間を通じ、当館の所蔵品を常設展示として広く一般の観覧に供している。年間４回程度の展示替えを行うこと

で、より多くの作品を展示することを心がけているが、さらに、現代美術は難解であるとの声に積極的に対応する

ため、平成１４年度実施して好評を得たテーマを設定した特集展示を継続して行った。平成１５年度は「美術と物

語」、「もの派」、「８０年代以降の日本の美術」、「万国博覧会から開館の頃まで」と題し、それぞれ現代美術におけ

る物語性、戦後日本美術の中で重要な動向の諸相、現在に直接つながる近い過去の美術活動の紹介、万博公園内で

の最後の常設展であることを考慮しての１９７０年の万博から７７年の開館期の美術をテーマとした特集展示を行

ったが、これら特集展示は、観覧者の現代美術への理解の助けになるばかりでなく、このような展示を通して、観

覧者が当館の作品収蔵方針を明確に理解できる点においても好評であったので、今後も続けていきたいと考えてい

る。

【見直し又は改善を要する点】

　新館では、常設展示のさらなる充実を図り、展示作品の選定や作品の展示方法等に工夫を凝らし、現代美術に対

する理解を高めるよう努めていきたい。
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「鴫　剛　もうひとつの眼差し」展（企画展）

○方　　針

　鴫剛は、１９７０年代後半から、日本の現代美術領域に於いて注目を集め、特にアメリカのスーパー・リアリズ

ムが紹介されたことと並行して脚光を浴びることとなったが、逆にその動向が終局すると共に紹介される機会を失

っていた。しかしながら、鴫の制作行為は、スパーリアリズム的な行為とは別に、絵画を描くことが否定されてい

た時代に「写真を描く」という絵画に残されていた選択肢を見出した点に独自性があった。鴫のような独自な展開

を辿った作家に焦点を充てることによって、１９７０年代後半から１９８０年代中頃にかけての日本の現代美術に

も多様性が在ったことを広く認知していただくことを目的とした。

○実　　績

１．開会期間　  平成１５年　４月　３日～平成１５年　５月１８日（４１日間）
２．会    場　　国立国際美術館
３．主    催　　国立国際美術館
　　協    賛　　（財）ダイキン工業現代美術振興財団
４．出品点数　　６３件

５．入館者数　　６，０５８人（目標入場者数　４，０００人）

　万博公園内に位置することから、行楽に適した時期に展覧会が開催されたこと、会期中に無料入館日が３

回あったこと、いわゆるリアルな理解しやすい作品であったことなどが、目標を大幅に上回った理由と考え

られる。

６．入場料金　　大人４２０円、大学・高校生１３０円、大人（団体）２１０円、大学・高校生（団体）７０円

７．入場料収入　７９４，３１０円（目標入場料収入　４９２，０００円）

８．担当した研究員数　　１人

９．展覧会の内容

　写真とその写真を描く行為を反復した初期作品から、多重露光や映像のブレを素材として写真の視覚に注視

した作品、描く対象を都市から自然に移し自然風景が写真の粒子と化した状態をより高精度に再現した作品、

さらに近年の文化人類学的見地によって構成された作品に至るまで、代表的な作品６０点余りによって鴫剛の

絵画世界の全体を初めて本格的に紹介した。

１０．講演会等

         ３回　　参加人数　３２０人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
１１．広報　　プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター掲出）、

　　　　　　　美術館等へのポスター・チラシの配布

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等

　　　　神戸新聞　　　　　　４月１１日　　　　　　　三上喜美男

　　　　京都新聞　　　　　　４月１２日　　　　　　　深萱真穂

　　　　読売新聞　　　　　　５月　２日（夕）　　　　木村未来

　　　　朝日新聞　　　　　　５月１０日（夕）　　　　森本俊司

　　　　産経新聞　　　　　　５月１４日（夕）

　　　　新美術新聞　　　　　５月１・１１日合併号

　　　　文化庁月報　　　　　３月号　　　　　　　　　中井康之

　　　　月刊マナビィ　　　　４月号　　　　　　　　　中井康之

　　　　大阪人　　　　　　　６月号　　　　　　　　　植木（サントリーミュージアム学芸員）

　　　　大阪人　　　　　　　７月号　　　　　　　　　植木（同上）

　　　　月刊あれこ　　　　　９月号　　　　　　　　　岡本光博

　　　　新日曜美術館　　　　４月２７日

１３．アンケート調査

①調査期間     平成１５年　４月１０日～平成１５年　４月１３日（４日間）
②調査方法　　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

③アンケート回収数　　２９０件

④アンケート結果　・良い　６８％（１９９件）・普通　３１％（８９件）・悪い　１％（２件）
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１４．その他

　　　広報に際しては、リアルでカラフルな作品を多用し、現代美術は難解であるとの先入観を抱いている層か

　　ら小中学生にまで足を向けて貰えるように努めた。

　　　内容の理解に対しては、「写真を描く」という行為が、どのような立脚点から展開されたのかを理解して

　　貰うために、作品に対する作者自身の言葉をパネル化して掲示した。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　リアルな表現をしている作品を広報媒体にすることによって、現代美術に親しみのない多くの一般の美術ファン

にも足を運んでいただけた。そのような、普遍的に人々が共有する、対象に対する相似性という美への共感によっ

て実物の作品と対峙し、実際に展示会場に並べられた等身大の巨大な鴫作品と向かい合うことによって、複製技術

化された映像と、美術作品との差異を実感していただける機会となったと考える。

　上記した複製技術化された映像を、（読点削除）手で描くことの意味性を、（読点挿入）作家自身の言葉を引用

してパネル化し、作品への理解となるような工夫を凝らした。

【見直し又は改善を要する点】

　作品理解の一助となるように、講演会を構成することが通例であるが、展覧会に広がりを持たせるために「風景

の哲学」を展開する桑子敏雄と作家との対談を企画したが、対談を聴取する側への説明が不十分だったため、未消

化の形で終わったのが残念である。
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「髙柳恵里」展（企画展）

○方　　針

　質の高い創作活動を継続して行っている比較的若い美術家を、個展という形式で紹介することによって、一般の

人々に対し、新しい才能を丁寧に伝える試みの一つとして企画した。

○実　　績

１．開会期間　  平成１５年　５月２９日～平成１５年　７月２１日（４７日間）

２．会    場　　国立国際美術館

３．主    催　　国立国際美術館

　　協    賛　　（財）ダイキン工業現代美術振興財団
４．出品点数　　３１件

５．入館者数　　４，２５７人（目標入場者数　　４５００人）

　万博公園という行楽地に位置するものの、最寄り駅から決して近くない当館の来館者数は、天候によって

大きく左右されるところであるが、展覧会開催期間は梅雨の時期と重なり、天候の悪い日が多かった。

　このことが、目標入場者数をわずかに下回った大きな理由と考えられる。

６．入場料金　　大人４２０円、大学生１３０円、高校生７０円

　　　　　　　　大人（団体）２１０円、大学生（団体）７０円、高校生（団体）４０円

７．入場料収入　５６５，４３０円（目標入場料収入　５５４，０００円）

８．担当した研究員数　　１人

９．展覧会の内容

　　　１９９０年頃に、日本の現代美術界において知られるようになった美術家で、以後も継続的に作品を発表し

常に注目され続け、今日では同世代の美術家を代表する一人ともいうべき髙柳恵里の、１９９９年以降の近作

３０点に新作１点を加えて紹介した。

１０．講演会等

         ２回    参加人数　１９４人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
１１．広報　　プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター掲出）、美

術館等へのポスター・チラシの配布

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等

　　　　神戸新聞　　　　　　６月　６日　　　　　　　三上喜美男

　　　　朝日新聞　　　　　　６月２０日（夕）　　　　森本俊司

　　　　京都新聞　　　　　　６月２１日（夕）　　　　深萱真穂

　　　　日本経済新聞　　　　６月２３日（夕）　　　　加藤義夫

　　　　産経新聞　　　　　　７月　９日（夕）　　　　早瀬廣美

　　　　読売新聞　　　　　　７月１５日（夕）　　　　木村未来

　　　　ぴあ関西版　　　　　６月３０日号

　　　　　　　　　　　　　　７月１４日号

　　　　　　　　　　　　　　７月２８日号

　　　　ｅｔｃ．　　　　　　４月号　　　　　　　　　髙柳恵里×斎藤一典

　　　　月間ギャラリー　　　５月号

　　　　月間ギャラリー　　　６月号（新・作家への道標１０１）

　　　　月間サヴィ　　　　　８月号　　　　　　　　　山下里加

　　　　北急だより ザ・ポールスター Ｎｏ．２１８

　　　　上方倶楽部（ＮＨＫ教育）　６月１９日　　　　 蓑　豊



                                                                            （国立国際美術館）17

　　　　美術遊覧　　　　　　Ｖｏｌ．１８２ ＷＥＳＴ　酒井千穂

１３．アンケート調査

①調査期間     平成１５年　６月１２日～平成１５年　６月１５日（４日間）

②調査方法　　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

③アンケート回収数　　２５９件

④アンケート結果　・良い　３６％（９３件）・普通　４９％（１２７件）・悪い　１５％（３９件）

１４．その他

　過去１０年以上にわたり、頻繁にグループ展で紹介されてきた美術家の作品を、初めて個展として見せるこ

とによって、その個性的な創作活動について、これまで以上に深く考える場を提供した。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

出品作品を必要十分な数まで絞り込むとともに、広い展示場を有効に活用することによって、出品作品それぞれ

とゆっくりと向き合える展示環境を提供した。

　これによって、各作品を深く味わい、ひいては作家の創作活動全般について、考える機会を提供できた。

【見直し又は改善を要する点】

　美術館における初めての個展でありながら、わずか６ページの印刷物しか制作できず、来館者に充分な資料を提

供することができたとは言い難い。

　今後は、個展の場合であっても、より充実した印刷物を提供できるように検討していきたい。
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「ヤノベケンジ　ＭＥＧＡＬＯＭＡＮＩＡ」展（企画展）

○方　　針

　当館が、万博跡地の建物で展覧会を行う最後の年に、その万博跡地を芸術制作の原点とした作家ヤノベケンジの

展覧会を行うことの意義は大きいと考えて企画した。それは、移転前の美術館を飾るにふさわしいとともに、ヤノ

ベの展覧会を行う場所としても最適の場所であったからである。国内外で活躍するヤノベは、様々な場所で展覧会

に出品しているが、大阪万博跡地は彼にとって特別の場所であり、その意味で本展覧会は内容も含めて別の場所で

は実現不可能な貴重な展覧会であった。

○実　　績

１．開会期間　  平成１５年　８月　２日～平成１５年　９月２３日（４６日間）

２．会    場　　国立国際美術館

３．主    催　　国立国際美術館

　　協　　賛　　資生堂、キリンビール株式会社、（財）ダイキン工業現代美術振興財団

４．出品点数　　３７件

５．入館者数　　１２，５６２人（目標入場者数　６，０００人）

　展覧会開催中に夏休み期間を含み、車や列車、ロボットなどをモチーフとした、子どもにも親しみやすい

作品が多かったことから、予想の２倍を上回る入館者数となった。

６．入場料金　　大人４２０円、大学生１３０円、高校生７０円

　　　　　　　　大人（団体）２１０円、大学生（団体）７０円、高校生（団体）４０円

７．入場料収入　２，５０９，７３０円（目標入場料収入　７３８，０００円）

８．担当した研究員数　　１人

９．展覧会の内容

　地元大阪出身の作家ヤノベケンジの個展。国立国際美術館が立地する大阪万博跡地を幼少期の遊び場として

過ごした作家が、その創造の原点ともなった万博をテーマに、初期作品から最新作まで展示した。万博の頃に

作家自身が夢見た未来への思いを、今の子どもたちに受け継いでもらおうという目的をもって企画した。

１０．講演会等

　　　　３回     参加人数　２９０人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
１１．広報　　プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター掲出）、

　　　　　　　美術館等へのポスター・チラシの配布、万博公園外周道路に展覧会広報用の横断幕を掲出

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等

　　　　日本経済新聞　　　　　７月３１日（夕）

　　　　赤旗新聞　　　　　　　８月１０日

　　　　毎日新聞　　　　　　　８月１２日　　　　岸　桂子

　　　　日本経済新聞　　　　　８月１７日　　　　白木　緑

　　　　京都新聞　　　　　　　８月２３日　　　　太田垣實

　　　　The Daily Yomiuri　 　８月２８日　　　　Hiroyuki Ueda

　　　　産経新聞　　　　　　　９月　３日（夕）　早瀬廣美

　　　　読売新聞　　　　　　　９月　５日（夕）　木村未来

　　　　朝日新聞　　　　　　　９月１３日（夕）　森本俊司

　　　　ＬＵＣＡ　　　　　　　第３号

　　　　文化庁月報　　　　　　７月号　　　　　　平芳幸浩

　　　　神戸ウォーカー　　　　７月２３日号

　　　　Ｌマガジン　　　　　　７月２５日号　　　植松琢磨
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　　　　デザインの現場　　　　８月号

　　　　KANSAI Scene　　　　８月号

　　　　Kansai Time Out　　　８月　１日　　　　Christopher Stephens

　　　　関西ウォーカー　　　　８月　５日

　　　　an関西版　　　　　　　８月　７日　　　　みっちー福島

　　　　ぴあ関西版　　　　　　８月　８日　　　　古川　誠

　　　　htwi　　　　　　　　　８月１０日

　　　　BRUTUS　　　　　 　８月１５日　　　　大池明日香

　　　　婦人公論　　　　　　　８月２２日　　　　橋本麻里

　　　　salida関西版　　　　　８月２５日

　　　　KANSAI １週間　　 　第１１６号

　　　　月刊シュシュ関西　　　９月号

　　　　装苑　　　　　　　　　９月号

　　　　メイプル　　　　　　　９月号　　　　　　鈴木カオル

　　　　Meets Regional　　　　９月号　　　　　　岡山　拓

　　　　Invitation　　　　　 　９月号　　　　　　佐々木芳郎

　　　　Examiner　　 　　　　９月号

　　　　美術の窓　　　　　　　９月号

　　　　月刊美術　　　　　　　９月号

　　　　月刊マナビィ　　　　　９月号　　　　　　平芳幸浩

　　　　ぴあ関西版　　　　　　９月　８日

　　　　美術手帖　　　　　　１０月号　　　　　　ヲダ・マサノリ

　　　　Casa Brutus　　　　１０月号　　　　　　Housekeeper

　　　　Dazed & Confused　１０月号　　　　　　白坂ゆり

　　　　賞とるマガジン　　　１０月号　　 　　　小山登美夫

　　　　商店建築　　　　　　１０月号　　 　　　原　久子

　　　　映像‘０３（毎日放送）　８月１７日

　　　　新日曜美術館アートシーン（NHK総合）　８月３１日

　　　　楽園図鑑（毎日放送）　　９月２日

１３．アンケート調査

①調査期間     平成１５年　８月　７日～平成１５年　８月１０日（４日間）

②調査方法　　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

③アンケート回収数　　３３５件

④アンケート結果　・良い　７２％（２４２件）・普通　２６％（８８件）・悪い　２％（５件）
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○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　ヤノベの創作の原点である場所で、その活動の集大成とも言うべき展覧会ができたことは意義深い。また、夏休

み期間中の開催であったことから、子どもたちが楽しく現代美術に触れる機会となり、結果的に目標入場者数の２

倍を上回る人々に見てもらうことができた。さらに、会期中は頻繁に関連行事を行い、入館者増に努めた。行事と

しては、通常の講演会やギャラリートーク以外に、入館者に作品を実際に体験してもらうイベントを毎週行い、特

に若い人たちや子どもたちに好評で、整理券を発行して実施にあたらなければならないほどであった。

　様々なイベントを実施するなかで、当館のインターンやボランティアに対して、多くの活動の場が提供できたこ

とも意義深い。

また、本展覧会の特別な意味（万博跡地での開催）や、展覧会の重要性が広く認知され、非常に多くの新聞・雑

誌やテレビに取り上げられたことも特筆すべき点である。
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「大地の芸術　クレイワーク新世紀」展（特別展）

○方　　針

　現代社会においては、土という素材自体がひとつの強いメッセージとなりうるのではないかという観点から、ク

レイワークのもつ多様な表現力に注目し、その紹介に努めた。さらに、クレイワークと呼ばれる作品が、やきもの

としての制作プロセスや工芸的に卓越した技術力と現代美術としての造形性との関係から、どのように認識される

のかという問題を設定し、美術表現のあり方を改めて問い直す機会となることを企図した。

○実　　績

１．開会期間　　平成１５年１０月　９日～平成１５年１１月２５日（４２日間）

２．会    場　　国立国際美術館

３．主    催　　国立国際美術館

　　協    賛　　（財）ダイキン工業現代美術振興財団
４．出品点数　　５９件

５．入館者数　　９，３６５人（目標入場者数　８，５００人）

　本展覧会は、館単独の主催事業であったが、各出品作家が関係機関への事前広報活動を行ったこと、また、

会期中の無料日にチラシを利用した広報を行うなど、積極的な広報活動を展開したことが、目標入場者数を

上回った主な要因である。

６．入場料金　　大人８３０円、大学生４５０円、高校生２５０円、

　　　　　　　　大人（団体）５６０円、大学生（団体）２５０円、高校生（団体）１３０円

７．入場料収入　１，１７４，７４０円（目標入場料収入　２，２８１，０００円）

８．担当した研究員数　　１人

９．展覧会の内容

　現代美術における素材としての土に注目し、土による表現(クレイワーク)の可能性について、独創的な創作活

動を展開する９名の日本人作家（井上雅之、鯉江良二、重松あゆみ、杉山泰平、西村陽平、日野田崇、星野暁、

前田晶子、三島喜美代）を取り上げ、その最新の試みを紹介した。

１０．講演会等

         ４回    参加人数　５３４人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
１１．広報　　プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター掲出）、

　　　　　　　美術館等へのポスター、チラシの配布

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等

　　　　赤旗新聞　　　　　　　１０月　５日

　　　　中日新聞　　　　　　　１０月１６日（夕）

　　　　京都新聞　　　　　　　１０月１８日　　　　　　太田垣實

　　　　読売新聞　　　　　　　１０月１８日（夕）　　　芥川喜好

　　　　産経新聞　　　　　　　１０月１９日　　　　　　早瀬廣美

　　　　日本経済新聞　　　　　１０月２３日（夕）　　　富田律之

　　　　朝日新聞　　　　　　　１１月　８日（夕）　　　森本俊司

　　　　読売新聞　　　　　　　１１月１１日（夕）　　　木村未来

　　　　中日新聞　　　　　　　１１月１９日　　　　　　高満律子

　　　　文部科学時報　　　　　　９月号　　　　　　　　安來正博

　　　　文化庁月報　　　　　　　９月号　　　　　　　　安來正博

　　　　美術手帖　　　　　　　１０月号

　　　　VISA　 　　　　　　　１０月号
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　　　　書道界　　　　　　　　１０月号

　　　　Arch　　　　　　　　　１０月号

　　　　博物館研究　　　　　　１０月号

　　　　陶業時報　　　　　　　１０月　５日号

　　　　Web Designing　　　　１１月号

　　　　ぴあ　　　　　　　　　１１月１７日号

　　　　炎芸術　　　　　　　　Ｎｏ．７５

　　　　炎芸術　　　　　　　　Ｎｏ．７６

　　　　美庵　　　　　　　　　２３号

１３．アンケート調査

①調査期間     平成１４年１０月１０日～平成１４年１０月１３日（４日間）

②調査方法　　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

③アンケート回収数　　７３３件

④アンケート結果　・良い　４８％（３５３件）・普通　４８％（３５３件）・悪い　４％（２７件）

１４．その他

　いわゆる陶芸というイメージとは異なる作品群であったにもかかわらず、来館者に対して展示は概ね好評で

あった。また、野外展示や現地制作も試みるなど、クレイワークというジャンルの新しい可能性についても積

極的に開拓していく姿勢を示すことができた。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　出品作品は、いずれも９名の作家の近作ないしは新作に絞り、また、作品は単体としてのものからインスタレー

ション的なものまで幅広い傾向のものを集めた。その結果、個々の作家ごとのクレイワークに対する認識の違い、

土との関係の多様性が浮き彫りになった。展示方法としては、各作家ごとにスペースを区切り、各自が展示プラン

の段階から構想しながら組み立てていく個展形式の展観にすることによって、個々に刺激的な展示空間を現出させ

た。また会期中には、展示会場で鯉江良二氏の制作風景を撮影したヴィデオを上映。関連イヴェントとして出品作

家２名による対談や講演会の他、日野田崇氏による子どものためのワークショップを開催するなど、クレイワーク

に対する理解を促す、さまざまな教育普及活動を展開した。

【見直し又は改善を要する点】

　当館でクレイワークをテーマとした展覧会は１９９５年以来のことであるが、クレイワークという言葉自体に対

する世間の認知度が依然低く、広報活動等でも事前にそれを十分に周知させることができなかった。また、壊れや

すいという作品の性質上、若干の展示効果を損ねてまで作品保護をしなければならず、作家の十全な意図を取り入

れられなかった点も反省される。
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「川﨑　清　美術館建築とその周辺」展（企画展）

○方　　針

　１９６０年代の初め頃から建築家として活躍を続ける川﨑清は、長い年月にわたって数多くの重要なプロジェク

トを手がけており、特に、日本万国博覧会では、お祭り広場の正面に位置する万国博美術館（現・国立国際美術館）

を設計し、階段状に構築された自然光を調整するためのガラスのルーバーや、ピンポイントで支えられた全面ガラ

スの壁面など、画期的なアイデアを駆使した新しい美術館として注目を浴びた。

　国立国際美術館は大阪市内への移転を控え、万博公園内の建物使用は本展をもって終了するため、川﨑清のこれ

までの業績に焦点を当てながら、とりわけ彼の美術館・博物館建築（国立国際美術館／栃木県立美術館／京都市美

術館収蔵庫／相国寺承天閣美術館／京都大学博物館）　に対する姿勢、思想を探り、併せて近年のプロジェクト（み

やこめっせ、栗東芸術文化会館、鳥取環境大学等）についても紹介した。

○実　　績

１．開会期間　  平成１５年１２月　４日～平成１６年　１月１８日（３３日間）

２．会    場　　国立国際美術館

３．主    催　　国立国際美術館

　　協    賛　　（財）ダイキン工業現代美術振興財団
４．出品点数　　１１０件

５．入館者数　　７，５０２人（目標入場者数　　５，０００人）

　建築展ということから事前広報のターゲットが絞りやすかったことと、万博公園内における現施設での最後

の展覧会ということから、各種メディアでも取り上げられ、幅広く関心を集めたことが、目標入場者数を大幅

に上回った理由と考えられる。

６．入場料金　　大人４２０円、大学生１３０円、高校生７０円

　　　　　　　　大人（団体）２１０円、大学生（団体）７０円、高校生（団体）４０円

７．入場料収入　５４１，９００円（目標入場料収入　６１５，０００円）

８．担当した研究員数　　１人

９．展覧会の内容

　１９７０年の日本万国博覧会において、万国博美術館（現・国立国際美術館）を設計した建築家である川﨑　清

の美術館・博物館建築に対する姿勢、思想を探り、併せて近作も紹介した。

１０．講演会等

         ３回    参加人数　７８１人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
１１．広報　　プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター掲出）、

　　　　　　　美術館等へのポスター・チラシの配布、万博公園外周道路に展覧会広報用の横断幕を掲出

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等

　　　　日本経済新聞　　　　　１２月１１日（夕）

　　　　神戸新聞　　　　　　　１２月１９日

　　　　日本経済新聞　　　　　１２月２２日（夕）　　　加藤義夫

　　　　読売新聞　　　　　　　１２月２４日（夕）　　　木村未来

　　　　京都新聞　　　　　　　１２月２７日　　　　　　（太）

　　　　産経新聞　　　　　　　１２月２７日　　　　　　（早）

　　　　朝日新聞　　　　　　　　１月　７日　　　　　　森本俊司

　　　　毎日新聞　　　　　　　　１月　９日（夕）　　　岸　桂子

　　　　大阪日日新聞　　　　　　１月２１日

　　　　Yomiuri Weekly　　 　１２月　７日号
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　　　　文化庁月報　　　　　　１１月号

　　　　博物館研究　　　　　　１１月２５日号（Ｎｏ．４２６）

　　　　月刊ギャラリー　　　　１２月号

　　　　月刊マナビィ　　　　　１２月号

　　　　ぴあ関西版　　　　　　１２月１５日号　　　　古川　誠

　　　　博物館研究　　　　　　１２月２５日号（Ｎｏ．４２７）

　　　　美術手帖　　　　　　　　１月号

　　　　イグザミナ　　　　　　　１月号

　　　　エルマガジン　　　　　　１月号（Ｎｏ．３３６）　岡山　拓

　　　　ぴあ関西版　　　　　　　１月２６日号　　　　古川　誠

　　　　関西ウォーカー　　　　　Ｎｏ．２５

　　　　Cabiネット　　　　　　　Ｎｏ．４０

１３．アンケート調査

①調査期間     平成１５年１２月１１日～平成１５年１２月１４日（４日間）

②調査方法　　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

③アンケート回収数　　４８６件

④アンケート結果　・良い　５１％（２４６件）・普通　４５％（２２１件）・悪い　４％（１９件）

１４．その他

　　　会期中、京都造形芸術大学通信教育部学習会「大阪クラブ」による撮影会、アンケート実施に協力した。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

今回は国立国際美術館という建物自体が出品作品の一つとして捉えられたため、普段は見過ごしてきたような、

この建物の特色、高く吹き抜けた斜め天井や、よく考え抜かれた動線、外部と内部の繋がりを意識したガラス壁面

等に改めて注目することができ、それによって美術館建築の担う機能と役割についての再考が促された。展示自体

も模型の再現とカラー写真パネル、図面パネル等を組み合わせることによって、全体として分かりやすく、すっき

りと親しみやすいものとなった。

　７０年万博というものを振り返る良い機会でもあり、またこの建物との別れを惜しむ意味でも幅広い年齢層の観

客が訪れ、会場で資料を熱心に読む姿も見られた。また、建築をこれから学ぼうとする人々に向けての広報活動も

積極的に行い、その結果、個人だけでなく学生の団体の来館も目立った。夕方以降は外壁ライトを連日点灯させ、

夕闇に浮かび上がる幻想的な光の箱を、作品の一つとして楽しんでもらえた。

【見直し又は改善を要する点】

　講演会や対談の際、参加人数が多く椅子が足りなかったり会場に入りきらないという状態が発生し、会場内には

熱気がこもり、換気が必要であった。あらかじめ多数の参加者が見込まれる場合は、サテライト中継を準備するな

ど、あらかじめの配慮が必要となるだろう。今後の課題としたい。
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（２）貸与・特別観覧の状況

中期計画

(2) 収蔵品については、その保存状況を勘案しつつ、国内外の博物館・美術館その他これに類する施設に対し、貸
与及び特別観覧を積極的に推進する。

○実　　績

１．貸与・特別観覧の件数

     貸　　与   ３７件（８８５点）

     特別観覧   　９件（　１４点）

２． その他

　　　優れた現代美術作品の相互活用を推進するため、他館からの要望に幅広く応えるよう努めた。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　他館からの作品貸与依頼は引き続き多く、優れた現代美術作品の相互活用を推進すると同時に、当館の所蔵品を

できる限り広く観覧に供するため、その要望には積極的に応えるよう努めた。同じく海外の美術館２館からの貸与

依頼に対しても積極的な対応を行った。平成１５年度は、平成１４年度に引き続き当館で企画した「浜口陽三展」

の巡回があり、当館所蔵の約２７０点の浜口作品が、国内３ヶ所の美術館において観覧に供されることとなったた

め、貸与点数が大幅に多くなった。

【見直し又は改善を要する点】

　貸与・特別観覧の料金について、見直しに向けた検討を指摘されているが、今後、法人全体の課題として、他の

公私立美術館や博物館の実情を精査しながら検討を進めていきたい。

＊添付資料

①貸与件数の推移（事業実績統計表　p.8）
②特別観覧件数の推移（事業実績統計表 p.9）
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３．調査研究

中期計画

(1)-1 調査研究が、収集・保管・修理・展示、教育普及その他の美術館活動の推進に寄与するものであることを踏
まえ、国内外の美術館・博物館その他これに類する施設及び研究機関とも連携等を図りつつ、次に掲げる調査研

究を積極的に実施する。

＜1＞ 収蔵品に関する調査研究
＜2＞ 美術作品に関する調査研究
＜3＞ 収集・保管・展示に関する調査研究
＜4＞ 美術史、美術動向、作者に関する調査研究
＜5＞ 世界の映画作品や映画史に関する調査研究等

(1)-2 国内外の美術館・博物館その他これに類する施設の職員を、客員研究員等の制度を活用し招聘し、研究交流
を積極的に推進する。

(2) 調査研究の成果については、展覧会、美術作品の収集等の美術館業務に確実に反映させるとともに、研究紀要、
学術雑誌、学会及びインターネットを活用して広く情報を発信し、美術館に関連する研究の振興に供する。また、

各種セミナー・シンポジウムを開催する。

○実　　績

１．調査研究

（１）現代美術の調査研究

　①　日本の現代美術に関する調査研究

  ②  海外の現代美術に関する調査研究
（２）展覧会のための調査研究

　①　クレイワークに関する調査研究

　②  鴫剛に関する調査研究
③ 髙柳恵里に関する調査研究

④ ヤノベケンジに関する調査研究

⑤ 川﨑　清に関する調査研究

（３）科学研究費補助金による調査研究

　　「大阪における近代商業デザインの調査研究」（基盤研究　代表　宮島久雄）

　　「四大（地・水・火・風）の感性論」研究分担（基盤研究　代表　岩城見一）

　　「イタリアにおける美術作品の保存・修復の思想と歴史－欧米各国との比較から」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究分担（基盤研究　代表　岡田温司）

（４）その他（講演会、セミナー等での発表）

　　　別紙「調査研究一覧」参照

２． 客員研究員等の招聘実績（年度計画記載人数：　１人）

客員研究員１名を招聘し、以下の調査研究を行った。

　　　ア．紙支持体作品の保存に関する調査研究

　　　イ．現代美術作品の保存に関する調査研究

３．調査研究費　　予算額　２１，９５５，０００円　　決算額　２０，６８１，１６８円

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　年度計画に基づき、現代美術及び展覧会等に関する調査研究を行った。現代美術の調査研究については、当館広

報誌である月報への発表７件をはじめ１８件の発表が行われ、展覧会のための研究についても、展覧会図録及び月

報を中心に、論文、年譜、参考文献など１２件の発表を行うなど、積極的に研究成果の発表に努めた。

　さらに、講演会やセミナーにおいても、積極的に研究成果の発表に努め、７件の発表を行った。

　また、科学研究費補助金による調査研究についても積極的に取り組み、着実に成果を上げることができた。

＊添付資料　調査研究一覧（事業実績統計表 p.114）



                                                                            （国立国際美術館）27

４．教育普及

(1)-1  美術史その他の関連諸学に関する基礎資料及び国内外の美術館・博物館に関する情報及び資料について広く
収集し、蓄積を図るとともに、レファレンス機能の充実を図る。

(1)-2  収蔵品等の美術作品その他関連する資料の情報について、長く後世に記録を残すために、デジタル化を推進
する。

(1)-3 国内外の美術館等との連携を強化するとともに、資料室等の整備・充実を図る。
(2) 新学習指導要領、完全学校週５日制の実施等を踏まえ、学校、社会教育関係団体と連携協力しながら、児童

生徒を対象とした美術品解説資料等の刊行物の作成、講座、ワークショップ等を実施することにより、美術

作品等への理解の促進、学習意欲の向上等を促し、心の教育に寄与するような教育普及事業を推進する。

また、児童生徒を対象とした事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加

者数の確保に努める。

(3)　美術作品に関し、その理解を深めるような講演会、講座、スライドトーク及びギャラリートーク等を実施する
等、生涯学習の推進に寄与する事業を行う。

それらの事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者数の確保に努める。

また、その参加者に対しアンケートを行い、回答数の８０％以上から、その事業が有意義であったと回答さ

れるよう内容について検討し、さらに充実を図る。

(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とした研修プログラムについて検討、実施する。
(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職員（キューレーター）の資質を向上し、専門性を高めるための研修を実

施し、人材養成を推進する。

(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の企画に対する援助・助言を推進する。
(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する研修会への協力・支援を行うとともに、情報交換、人的ネットワークの
　　形成に努める。

(5)-1 収集、保管、修理、展示、教育普及、調査研究その他の事業について、要覧、年報、展覧会図録、研究論文、
調査報告書等の刊行物、ホームページ、またはマスメディアを利用して広く国民に積極的に広報活動を展開

するとともに、国立美術館への理解の促進を図る。

また、その内容について充実を図るよう努力するとともに、４館共同による広報体制の在り方について検討

を行う。

(5)-2 国内外に広く情報を提供することができるホームページについては、教育普及など多様な活用ができるよう
コンテンツを工夫し、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度のアクセス件数以上となるよう努力する。

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報について、美術情報システム等により広く積極的に公開するとともに、その
利用方法について検討する。  また、デジタル情報の有料提供についての方策を検討する。

(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し、ボランティア等と連携協力して展覧会での解説など国立美術館が提供
するサービスの充実を図る。

(6)-2 企業との連携等、国立美術館の業務がより充実するよう今後の渉外活動の方針について検討を行う。
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○方　　針

　常設展示や企画展示などによる現代美術の紹介を補うため、多角的に美術に親しんでもらうための教育活動を行

うとともに、インターンやボランティア制度の導入により、新館移転後の新しい教育普及活動のあり方についても

検討を行った。

○実　　績（総括表）

（１）－１　資料の収集及び公開

　 ①収集件数　　９９３件
   ②公開場所　　一般への公開は行っていない。
（１）－２　広報活動の状況

①刊行物による広報活動 　　１０種　　３０冊
②ホームページよる広報活動

　展覧会情報を中心に、各種教育普及事業の開催計画を掲載し、館の活動について積極的な情報発信を行う

とともに、新館に関する情報提供にも努めた。

③マスメディアの利用による広報活動

　展覧会情報や館の活動状況について、マスメディアに対する積極的な情報提供を行うとともに、取材や撮

影依頼にも可能な限り対応した。

（１）－３　デジタル化の状況

① 平成１５年度にデジタル化した美術作品の件数

・文字データ　　　　４８４件

　　　　・画像データ　　　　３５７件

　　　　・図書データ　　３，４３４件

（２）－１　児童生徒を対象とした事業

    ①こどものためのワークショップ    ４ 回  　　１５７人
    ②ヴィデオ上映　    １ 回        ４３人
（２）－２　講演会等の事業

    ①講演会    ９ 回    １，４１６人（対談３回：５６４人を含む。）
    ②ギャラリー・トーク   ６ 回  　７０３人
    ③ヴィデオ上映　　４ 回　　６３人
（３）－１　大学等との連携

　　①大学生の学芸員資格取得のための博物館実習を行った。

②インターンの活用状況

　　　平成１５年度は３名（大学院生及び修了者）を受け入れ、学芸業務全般にわたって従事させた。

（３）－２　ボランティアの活用状況

　　　平成１５年度は４１名（大学生）を受け入れ、美術館業務の補助業務に従事させた。

（４）渉外活動

館の業務充実を図るため、展覧会への寄付金支援をはじめ、経済団体等からの支援方策について検討を行っ

た。

（５）教育普及経費　　予算額　３０，５２９，８００円　　決算額　３０，７６４，２２９円

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　子供たちを対象としたワークショップやヴィデオ上映などは、当館のユニークな活動として定着した。また、講

演会、ギャラリートークなども、現代美術への理解をうながす好機として、多くの参加者があった。

　さらに、平成１５年度から導入したインターン、ボランティア制度は、美術館における新しい教育普及活動のあ

り方を探るうえにおいても、非常に有意義な事業活動であったといえる。

　なお、インターン１名がポーラ美術館の学芸員として採用されたことは、当館にとっても喜ばしいことであった。

＊添付資料

教育普及件数の推移　（事業実績統計表 p.16）
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（１）－１　資料の収集及び公開（閲覧）の状況

中期計画

(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基礎資料及び国内外の美術館・博物館に関する情報及び資料について広く
収集し、蓄積を図るとともに、レファレンス機能の充実を図る。

○実　　績

１．収集
    ①件数　　９９３件
２．公  開
　　一般への公開は行っていない。

○自己点検評価

　中期計画に基づき基礎資料等の収集に努め、前年に引き続き、現代作家研究の基礎となるカタログ、レゾネを
中心に収書を行った。
　なお、一般入館者への公開については、施設と人員の制約から実施していないが、研究者に対しては資料とし
て公開してきた。
　新館移転後は、情報コーナーの活用方法を含め、資料の公開についても検討を進めていきたい。
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（１）－２　広報活動の状況

中期計画
(5)-1　収集、保管、修理、展示、教育普及、調査研究その他の事業について、要覧、年報、展覧会図録、研究論

文、調査報告書等の刊行物、ホームページ、またはマスメディアを利用して広く国民に積極的に広報活動
を展開するとともに、国立美術館への理解の促進を図る。また、その内容について充実を図るよう努力す
るとともに、４館共同による広報体制の在り方について検討を行う。

○実　　績
１． 広報誌名
  （１）年報「平成１４年度版」
     ①発行年月日      １回発行（年度計画記載発行回数１回）
     ②料金　　無償
     ③配布先　　広報普及先の各機関及び関係者
（２）概要

     ①発行年月日      １回発行（年度計画記載発行回数１回）
     ②料金     無償
     ③配布先　　広報普及先の各機関及び関係者   会場内配布，修学旅行野計画のための学校等
  （３）図録
     ①発行年月日      ３回発行
     ②料金     無償
     ③配布先　　広報普及先の各機関及び関係者
  （４）リーフレット
     ①発行年月日      ２回発行
     ②料金     無償

 ③配布先　　会場内及び広報普及先の各機関
  （５）ジュニアガイドブック
     ①発行年月日      １回発行（年度計画記載発行回数１回）
     ②料金     無償
     ③配布先　　会場内及び近隣の教育関係機関
（６）月報

      ①発行年月日    １２回発行（年度計画記載発行回数１２回）
      ②料金     無償
      ③配布先　　広報普及先の各機関及び関係者
　
　（７）ポスター、チラシ（展覧会関係）
      ①発行年月日      ６回発行（発行回数６回）
      ②料金     無償
      ③配布先　　広報普及先の各機関
　（８）チラシ（子どものためのワークショップ用）
      ①発行年月日      ２回発行

 ②料金     無償
      ③配布先　　広報普及先の各機関
（９）ポスター（移転広報用）
　　　①発行年月日      １回発行
      ②料金     無償
      ③配布先　　広報普及先の各機関
　（１０）新館建築概要リーフレット
　　　①発行年月日      １回発行
      ②料金     無償
      ③配布先　　広報普及先の各機関
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○自己点検評価
【良かった点、特色ある取組み】
　中期計画及び年度計画に基づき、美術作品及び当館の活動内容について国民の理解促進を図るため、各種発行
物の刊行により、幅広い年齢層に対する普及広報活動に努めた。また、ホームページの内容充実を図るなど、よ
り積極的な広報活動にも努めてきた。
　移転に際しては、移転先の大阪・中之島を広く認知してもらえるよう、版画家の山本容子デザインによる移転
広報用ポスターや新館施設の概要を紹介したパンフレットを作成し、竣工式で配布した。今後、引き続き普及広
報関係機関を中心に配布していく予定である。新館移転後は、普及広報活動の内容についても必要に応じた見直
しを進めながら、より効果的な活動を継続していきたいと考えている。
　なお、事業実績をまとめた年報については、年度当初の速やかな発刊に努めた結果、評価会議等の場において、
当館の平成１４年度事業結果をいち早く周知させる資料として、大いに活用できていることは有意義である。
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（１）－３　デジタル化の状況

中期計画

(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する資料の情報について、長く後世に記録を残すために、デジタル化を推進
する。

(5)-2 国内外に広く情報を提供することができるホームページについては、教育普及など多様な活用ができるよう
コンテンツを工夫し、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度のアクセス件数以上となるよう努力する。

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報について、美術情報システム等により広く積極的に公開するとともに、その
利用方法について検討する。

　　また、デジタル情報の有料提供についての方策を検討する。

○実　　績

１． 所蔵作品のデジタル化

① 平成１５年度にデジタル化した美術作品の件数

文字データ　４８４件、画像データ　３５７件

  ②平成１５年度末収蔵作品数　　５，０１２件（寄託作品２７件を含む。）
  ③平成１５年度末デジタル化作品数　文字データ　４，９８５件、画像データ　２，０６５件
  ④今後のデジタル化の対応          毎年         件をデジタル化予定
２． ホームページのアクセス件数（平成１２年度アクセス件数 １８２，２１８件 ）
　　　４１２，６９０件

３．デジタル化した情報の公開

     ①HP等による公開件数　　　２３０件

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　所蔵作品にかかる文字データの入力は、平成１５年度の新購入・寄贈作品を含め、全てのデータ入力が完了し

ている。画像データについては、各作品について著作権をクリアしなければならないが、平成１５年度において

もこの問題に重点的に取り組み、その結果として３５７件のデータ入力を行うという成果をあげることができ

た。
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（２）－１　児童生徒を対象とした事業

中期計画

(2) 新学習指導要領、完全学校週５日制の実施等を踏まえ、学校、社会教育関係団体と連携協力しながら、児童生
徒を対象とした美術品解説資料等の刊行物の作成、講座、ワークショップ等を実施することにより、美術作品等

への理解の促進、学習意欲の向上等を促し、心の教育に寄与するような教育普及事業を推進する。

また、児童生徒を対象とした事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者

数の確保に努める。

○実　　績

１．事業名　　子どものためのワークショップ

①開催期間

ア． 平成１５年　８月２３日（１日間）（開催場所：地階講堂）

イ． 平成１５年　９月１５日（１日間）（開催場所：地階講堂、万博記念公園）

ウ． 平成１５年１１月　１日（１日間）（開催場所：地階講堂）

エ． 平成１５年１１月１５日（１日間）（開催場所：地階講堂）

②参加者数（平成１２年度実績　　　人）

　　　１５７人（９７人）

③担当した研究員数　　４人

④事業内容　　現役作家と子供たちが直接交流できるワークショップ

 ２．事業名　　子どものためのヴィデオ上映
  ①開催期間
　　　ア．平成１５年　５月２４日（１日間）（開催場所：１階ロビー）

　②参加者数（平成１２年度実績　　　人）

　　　　４３人（５３人）

　③担当した研究員数　　１人

④事業内容　　子供たちに現代美術に親しんでもらうためのヴィデオ上映会

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　ワークショップについては、万博ツアーや作家自身との共同制作など、アーティストのユニークなプログラムが

子ども達に大変好評であった。また、事業実施のためのリーフレットを作成したり、ホームページを利用するなど、

広報活動にも積極的に取り組んだ。

【見直し又は改善を要する点】

ワークショップ専用のアトリエスペースがなく、企画や使える資材にも制約があった。新館移転後の事業計画に

ついては、対応人数も含め、今後の検討課題としていきたい。
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（２）－２　講演会等の事業

中期計画

(3) 美術作品に関し、その理解を深めるような講演会、講座、スライドトーク及びギャラリートーク等を実施する
等、生涯学習の推進に寄与する事業を行う。

　それらの事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者数の確保に努め

る。

　また、その参加者に対しアンケートを行い、回答数の８０％以上から、その事業が有意義であったと回答さ

れるよう内容について検討し、さらに充実を図る。

○実　　績

１． 講演会

９回（対談３回を含む。）（年度計画記載回数：４回）

  ①開催期間　　９日間（延べ９回）
  ②開催場所　　講堂及び展示場
  ③参加者数　　１，４１６人（延べ人数）（平成１４年度実績　７回：８８３人）
  ④担当した研究員数　　９人（延べ人数）
　⑤事業内容　　展覧会に合わせた講演会及び現代美術に関する普及事業

　⑥アンケート結果（回答数　件）　・良い　％（　件）　・普通　％（　件）　・悪い　％（　件）

① １２０件　・良い　４２％（　５０件）・普通　５０％（　６０件）・悪い　８％（１０件）

② １５０件　・良い　９３％（１４０件）・普通　　７％（　１０件）・悪い　６％（　９件）

③ １５０件　・良い　８１％（１２２件）・普通　１３％（　１９件）・悪い　６％（　９件）

④ 　９０件　・良い　９３％（　８４件）・普通　　７％（　　６件）・悪い　０％（　０件）

⑤ １２０件　・良い　９４％（１１３件）・普通　　６％（　　７件）・悪い　０％（　０件）

⑥ 　９４件　・良い　８５％（　８０件）・普通　１５％（　１４件）・悪い　０％（　０件）

⑦ 　８６件　・良い　８７％（　７５件）・普通　１３％（　１１件）・悪い　０％（　０件）

⑧ ２５６件　・良い　８０％（２０６件）・普通　２０％（　５０件）・悪い　０％（　０件）

⑨ ３５０件　・良い　５７％（２００件）・普通　４３％（１５０件）・悪い　０％（　０件）

２．ギャラリー・トーク

６回（年度計画記載回数：７回）

　①開催期間　　６日間（延べ６回）

　②開催場所　　講堂及び展示場

　③参加者数　　７０３人（延べ人数）（平成１４年度実績　６回：３２７人）

　④担当した研究員数　　６人（延べ人数）

　⑤事業内容　　展示作品の解説

　⑥アンケート結果（回答数　件）　・良い　％（　件）　・普通　％（　件）　・悪い　％（　件）

　　　　　①　　５０件　・良い　８４％（　４２件）・普通　１６％（　８件）・悪い　０％（０件）

　　　　　②　　４４件　・良い　８９％（　３９件）・普通　１１％（　５件）・悪い　０％（０件）

　　　　　③　　８０件　・良い　９４％（　７５件）・普通　　６％（　５件）・悪い　０％（０件）

　　　　　④　　５０件　・良い　７０％（　３５件）・普通　３０％（１５件）・悪い　０％（０件）

　　　　　⑤　３０４件　・良い　８２％（２５０件）・普通　１８％（５４件）・悪い　０％（０件）

　　　　　⑥　１７５件　・良い　８６％（１５０件）・普通　１４％（２５件）・悪い　０％（０件）

３．ヴィデオ上映

４回（年度計画記載回数：４回）

　①開催期間　　４日間（延べ４回）

　②開催場所　　１階ロビー

　③参加者数　　６３人（延べ人数）（平成１４年度実績　５回：１６４人）

　④担当した研究員数　　１人

　⑤事業内容　　展示作品の解説
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○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　展覧会にあわせた教育普及事業として、講演会や対談、ギャラリー・トークなどを積極的に実施した。現代美

術を扱う展覧会において、作家自身による講演会や対談などは、出品作家の生の声に触れることができる貴重な

機会であった。また、展覧会ごとにギャラリー・トークを実施し、担当学芸員が展示場内で作品を見ながら分か

りやすく解説を行うとともに、来館者が感じた疑問や感想などを直接フィードバックできる、恰好の機会ともな

っている。今後も、現代美術に関する教育普及事業として、充実した内容を検討しながら継続していきたいと考

えている。
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（３）－１　大学等との連携

中期計画

大学等と連携し、大学院生や大学生を受け入れ、美術作品に関する実習等について検討、実施する。

○実　　績

１． 博物館実習生
　　①受入期間　平成１５年　７月２８日～平成１５年　８月　３日（７日間）
　　②開催場所　国立国際美術館
　　③参加者数（平成１２年度実績　　人）
　　１９名（２１名）

　　④担当した研究員数　　７人
　　⑤事業内容
　大学生の学芸員資格取得のための博物館実習

　　⑥その他
　美術館の事業活動に応じたカリキュラムを作成し、できるだけ日常業務を体験する形での実習を実施した。

２． インターンシップ制度の実施
①受入期間　平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日
②開催場所　国立国際美術館
③参加者数
　　３人（０人）※平成１５年度からの新規事業
④担当した研究員数　　７人
⑤事業内容
　美術作品や美術史、あるいは美術館の活動や学芸員の業務に関心を持ち、それらを研究し、将来美術に関わ
る仕事に就きたいと強く希望する者（大学院生または大学院修了者）に対し、より具体的、実践的な知識を習
得してもらうことを目的とした実務研修

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　博物館実習については、インターンの協力を得ながら、展覧会の展示作業の見学、来館者の前でのギャラリー

トーク実習、ワークショップの実習など、幅広い実体験の場を提供することができ、双方にとって有意義な実習と

なった。

　インターンシップについては、学芸員との日常的な実務研修を通じ、各自の専門的知識の向上、経験の蓄積は勿

論のこと、館にとっても、今後の新しい教育普及事業のあり方を探るうえにおいて、有意義な事業活動であった。

【見直し又は改善を要する点】

　現施設では、スペースの面から限られた人数にしか対応できなかった。新館移転後は、受け入れ人数を含め実習

及び研修の進め方について、さらなる検討を進めていきたい。
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（３）－２　ボランティアの活用状況

中期計画

(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し、ボランティア等と連携協力して展覧会での解説など国立美術館が提供
するサービスの充実を図る。

○実　　績

１． 登録人数　　４１人
２． 活動内容
　展覧会ごとに実施する教育普及事業（講演会、ギャラリートーク等）の補助業務を中心に、各種広報物の発
送及び図書資料を含む各種資料等の整理補助業務に従事した。

３． 今後の取り組み

　移転作業の補助業務に従事してもらいながら、移転後の教育普及事業のあり方を含め、新たな活動分野の開

拓に努めていきたい。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　スタッフ数の少ない当館において、各種教育普及事業を実施する際の補助者として、ボランティアに協力いた

だけたことは、参加者に対するきめ細かいサービスにもつながり非常に有益であった。

　また、広報物の発送作業においても迅速な処理ができ、有効な広報活動につながった。

【見直し又は改善を要する点】

　現施設では、スペースの面から限られた人数にしか対応できなかった。新館移転後は、受け入れ人数を含め活動

分野の新たな開拓に努めながら、ボランティア制度充実の方策について、さらなる検討を進めていきたい。
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（４）渉外活動

中期計画

(6)-2 企業との連携等、国立美術館の業務がより充実するよう今後の渉外活動の方針について検討を行う。

○実　　績

　下記のとおり、展覧会助成として２件の寄附金を受け入れた。

　　「ヤノベケンジ－ＭＥＧＡＲＯＭＡＮＩＡ－」（企画展）

　　　　①　キリンビール株式会社から、１，０００，０００円を受け入れ。

　　　　②　資生堂から、８００，０００円を受け入れ。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　館の業務充実を図るため、展覧会に対する助成団体への申請を積極的に行い、平成１５年度は２件の助成支援

をいただいた。館の事業をより充実したものとするために、有効な方策であると考えられるので、今後も積極的

に取り組んでいきたい。

【見直し又は改善を要する点】

　大阪市内への移転後は、これまで以上に教育普及・広報宣伝が重要との認識から、館の支援団体としての「友

の会」の設立や、経済団体との関わり方について、引き続き検討を進めていきたい。
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５．新たな美術館の運営に向けた取り組み

中期計画

国立国際美術館新館については、平成１６年の移転に向けて、体制整備、展示等の実施準備を進め、開館後は円

滑な事業実施に努める。具体的な管理運営のあり方等については開館までに検討を進める。

○実　　績

　館長の優れたリーダーシップのもと、学芸課、庶務課の職員が一丸となり、平成１５年度の事業活動を実施しな

がら移転に向けた準備を着実に進めてきた。

　新館における管理運営のあり方等については、各部会が相互に連携を取りながら検討を進め、移転後の円滑な事

業実施に向け準備を進めてきた。

○自己点検評価

　国土交通省に対し、新館建築等の支出委任をしていたことから、工事の進捗状況等の連絡調整に苦労した。

　また、新館における管理運営等の具体的な事項については、移転から開館までに若干の期間があることから、今

後も引き続き検討を進めながら、円滑な事業実施に向け万全を期したい。
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６．その他の入館者サービス

中期計画

(1)-1 高齢者、身体障害者等の利用にも配慮した快適な観覧環境を提供するため、各館の方針に従って展示方法、
表示、動線、施設設備の工夫、整備に努める。

(1)-2 入館者サービスの充実を図るため、観覧環境の整備プログラム等を策定し、計画的な整備を行う。
(1)-3 一般入館者を対象とする満足度調査及び専門家からの批評聴取等を定期的に実施し、調査結果を展示等に反
映させるとともに、必要なサービスの向上に努める。

(1)-4 展示解説の内容を充実させるとともに、見やすさにも配慮する。また、音声ガイドやハイビジョン等を活用
した情報提供を積極的に推進し、入館者に対するサービスの向上を図る。

(2) 入館者のニーズを把握、分析し、夜間開館の実施等開館時間の弾力化や小中学生の入場料の低廉化など、入館
者へのサービスを心がけた柔軟な美術館展示活動等を行い、気軽に利用でき、親しまれる美術館となるよう努

力する。

(3) ミュージアムショップやレストラン等の施設を充実させるなど、入館者にとって快適な空間となるよう館内環
境を工夫する。

○実　　績

１．高齢者・身体障害者のための施設整備等 (1)-1
    ①障害者トイレ　　　　　　１個所（１階　１個所）
　  ②障害者エレベータ　　　　２基
　  ③段差解消（スロープ）　　１個所（正面玄関）
　  ④貸出用車椅子　　　　　　６台（１階）
２．観覧環境の充実 (1)-2､(1)-4

　展示作品リストを含めたリーフレットを無料配布するとともに、館内にビデオテークを設置し、情報提供を

行った。

３．夜間開館等の実施状況 (1)-3
  （１）夜間開館実施状況
　　  ア．開催日数　　０日間
　　  イ．入館者数     人（総入場者数       人，夜間開館入場率       ％）
   　 ウ．実施日
  （２）小中学生の入場料の低廉化
　　　　平成１５年度についても、平成１４年度と同様に特別展を含めた全ての展覧会において、小・中学生の観

覧料を無料とした。

  （３）（２）以外の入場料金の取り組み方
     ア．学生料金を大学生料金と高校生料金に分け，高校生料金の低廉化を実施した。
  （４）その他の入館者サービス

　「川﨑清　美術館建築とその周辺」展では、夕闇に浮かぶ幻想的な外観を作品の一つとして鑑賞しても

らえるよう、毎週金曜日の閉館時間を１時間延長した。

　また、高齢者に配慮して、拡大鏡（ルーペ）を受付に配置し、希望者に貸出しを行った。

４．アンケート調査(1)-3
　　調査期間　①平成１５年　４月１０日～平成１５年　４月１３日（４日間）

　　　　　　　②平成１５年　６月１２日～平成１５年　６月１５日（４日間）

　　　　　　　③平成１５年　８月　７日～平成１５年　８月１０日（４日間）

　　　　　　　④平成１５年１０月　９日～平成１５年１０月１２日（４日間）

　　　　　　　⑤平成１５年１２月１１日～平成１５年１２月１４日（４日間）

　　調査方法　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

　　アンケート回収数　①　２３７件

　　　　　　　　　　　②　２３３件

　　　　　　　　　　　③　２９７件

　　　　　　　　　　　④　６３９件

　　　　　　　　　　　⑤　４２０件



                                                                            （国立国際美術館）41

　　アンケート結果　①・良い　５５％（１３１件）・普通　４４％（１０３件）・悪い　１％（　３件）

　　　　　　　　　　②・良い　４５％（１０５件）・普通　５３％（１２３件）・悪い　２％（　５件）

　　　　　　　　　　③・良い　４７％（１３８件）・普通　５１％（１５２件）・悪い　２％（　７件）

　　　　　　　　　　④・良い　４７％（３０１件）・普通　５１％（３２３件）・悪い　２％（１５件）

　　　　　　　　　　⑤・良い　４４％（１８４件）・普通　５４％（２２８件）・悪い　２％（　８件）

５．一般入館者等の要望の反映 (2)
　アンケート結果の分析を行い、可能なものから改善に努めるとともに、新館運営に向けて参考とした。

６． レストラン・ミュージアムショップの充実 (3)
　　　現代美術をより親しく感じてもらえるよう、販売グッズの内容を検討し、充実に努めた。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　当館では、展示空間の在り方が展示作品に大きく反映する現代美術を扱うため、展示場内に解説パネル類を掲示
することができない。これは、作品自体を十全な状態で鑑賞してもらいたいという配慮からであるが、一方では来

館者から、解説パネルを望む声や作品キャプションを大きくして欲しいとの声も聞かれる。そのような声に応える

ため、各展覧会ごとに展示作品リストを含めたリーフレットを無料配布するなど、鑑賞環境の充実を図った。

　また、万博公園内にある施設という特殊事情から、ゴールデンウィーク中の休館日の臨時開館や万博公園無料デ

ーに伴う入館料無料日の設定、その他、関西文化の日事業への参加協力に伴う２日間の常設展無料日の設定や当館

閉館記念事業に伴う２日間の無料入館日の設定など、さまざまな入館者サービスに努めた。

　新館移転後の入館者サービスについては、これまでのアンケート結果の分析を踏まえ、さらなる充実を目指し検

討を進めていきたい。


